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:'r報 rf北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

(
昭
和
三
九
年
七
月

t
昭
和
三
九
年
九
月
〉

法学会・民事法研究会記事

五
、
七
月
一

O
日
(
金
〉
午
後
一
時
三

O
分
よ
り

O

「
現
代
ア
メ
リ
カ
学
生
の
政
治
意
識
」
報
告
者
永
井
陽
之
助

米
国
の
近
代
化
の
背
景
に
お
い
て
青
年
の
カ
ル
チ
ャ
ー
や
学
生
の
第
一
一
一

の
イ
メ
ー
ジ
の
拾
頭
の
問
題
等
に
つ
き
報
告
後
、
懇
談
。

六
、
七
月
二
四
日
(
金
〉
午
後
一
時
三

O
分
よ
り

O

「
イ
ギ
リ
ス
首
相
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
|
ヒ
ュ

l
ム
の
場
合
I
」

報

告

者

小

川

晃

一

首
相
選
任
の
実
態
に
つ
い
て
最
近
の
ヒ
ュ

l
ム
首
相
の
例
に
よ
り
報

告
、
懇
談
、
そ
の
後
、
報
告
者
渡
英
の
歓
送
会
。

七
、
八
月
二
七
日
(
木
)
午
前
一

O
時
か
ら
一
二
時
三

O
分
ま
で
、
法
学
部
、

ス
ラ
ヴ
研
究
所
、
法
学
会
共
催
に
よ
り

O

『
ソ
ヴ
ェ
ト
法
お
よ
び
東
欧
諸
国
に
お
け
る
ソ
ヴ
ェ
ト
法
の
継
受
に

つ
い
て
」

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
J
e
N
・
ハ
ザ
ー
ド
教
授
を
囲
み
、
右
主
題
に
つ
き

講
演
を
う
か
が
っ
た
後
、
懇
談
。

同
日
、
午
後
二
時
よ
り
五
時
ま
で

O

「
中
ソ
論
争
お
よ
び
平
和
共
存
に
つ
い
て
」

右
主
題
に
つ
き
同
教
授
講
演
後
、
懇
談
。
出
席
者
延
二
五
名
を
こ
え
、

盛
会
。

八
、
九
月
一
八
日
(
金
〉
午
後
一
時
三

O
分
よ
り

O

「
憲
法
調
査
会
の
最
終
報
告
書
の
検
討
」

問
題
に
関
心
を
も
っ
多
数
会
員
の
参
加
を
え
た
。
報
告
者
は
そ
れ
ぞ
れ

次
の
と
お
り
。

戦
闘
的
改
憲
論

全
面
的
改
憲
論

改
憲
不
要
論

今神裸

村谷瀬

.忠

和昭一

成

北
海
道
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
三
九
年
七
月
j
昭
和
三
九
年
九
月
)

七
、
七
月
一
七
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O

強
制
執
行
に
よ
っ
て
物
の
占
有
を
解
か
れ
た
者
と
占
有
回
収
の
訴

の

許

否

(

民

集

一

七

巻

一

号

四

一

頁

〉

神

田

孝

夫

O

特
別
事
情
の
予
見
可
能
性
あ
り
と
し
て
、
不
法
行
為
と
損
害
と
の
間

に
相
当
因
巣
関
係
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
事
例
(
民
集
一
七
巻
八

号一

O
四

一

官

貝

)

菅

原

勝

伴

O

保

険

の

目

的

物

の

譲

渡

(

特

別

報

告

)

石

田

満

八
、
九
月
二
五
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
一
、
運
送
口
問
滅
失
、
段
損
の
場
合
の
運
送
取
扱
人
に
対
す
る
債
務

不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
の
競
合

二
、
前
項
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
が
認
め
ら
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雑報

れ
る
た
め
に
は
運
送
取
扱
人
な
い
し
運
送
人
の
故
意
ま
た
は
重
過
失

を
必
要
と
す
る
か
。
(
民
集
一
七
巻
一
一
号
一
五
一

O
頁
)

渡

辺

正

昭

O

著
作
権
法
第
三

O
条
第
一
項
第
八
号
は
憲
法
第
二
九
条
に
違
背
す
る

か
。
(
民
集
一
七
巻
二
一
号
一
七
八
九
頁
)
半
田
正
夫

O

一
、
著
作
権
法
第
二
二
条
の
七
の
規
定
す
る
録
音
物
著
作
権
は
有
形

的
複
製
物
の
み
を
内
容
と
す
る
か
。

二
、
レ
コ
ー
ド
の
有
線
放
送
は
著
作
権
法
第
三

O
条
第
一
項
第
八
号
の

興
業
に
該
当
す
る
か
。

一
二
、
録
音
物
著
作
権
と
著
作
物
の
出
所
明
示
義
務
の
範
囲
(
民
集
一
七

巻
一
八

O
三

頁

)

半

田

正

夫

O

協
議
離
婚
を
有
効
と
認
め
た
事
例
(
民
集
一
七
巻
一
一
号
)
四
六
九

頁

)

山

畠

正

男

O

占
有
権
が
民
訴
第
五
四
九
条
第
一
項
に
い
う
「
引
渡
ヲ
妨
ク
ル
権

利
」
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例
(
民
集
一
七
巻
一
一
号
一
五
五
四

頁

)

小

山

昇

公法研究会・刑事法研究会記事

北
海
道
大
学
法
学
部
公
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
三
九
年
七
月
J
昭
和
三
九
年
九
月
)

五
、
七
月
三
一
日
(
金
)
判
例
研
究

O

道
路
交
通
法
一
二

O
条
-
項
二
号
、
一
七
条
三
項
と
憲
法
二
一
一
条
と

の
関
係
(
唐
津
簡
裁
昭
和
三
八
年
九
月
二
Q
日
判
例
時
報
三
五

O
号

八

頁

〉

熊

本

信

夫

O

朝
日
訴
訟
l
生
活
保
護
基
準
違
法
と
ま
で
は
い
え
な
い
例
(
東
京
高

裁
昭
和
三
八
年
一
一
月
四
日
判
例
時
報
三
五
一
号
一
一
頁
)

深

瀬

忠

一

O
朝
日
訴
訟
訴
訟
承
継
に
つ
い
て
(
判
例
評
論
六
八
号
、
判
例
時
報

三

六

八

号

四

一

頁

付

)

今

村

成

和

六
、
七
月
一
七
日
(
金
)
判
例
研
究

。
蜂
の
巣
域
事
件
(
事
業
認
定
無
効
確
認
請
求
事
件
、
東
京
地
裁
昭
和

三
八
年
九
月
一
七
日
判
例
時
報
三
五
二
号
一
二
頁
)
小

山

石

洋

O

戦
時
補
償
請
求
権
に
つ
い
て
決
済
を
受
け
た
者
と
さ
れ
た
例
(
最
高

裁
昭
和
三
八
年
一

O
月
二
九
日
判
例
時
報
三
五
二
号
三

O
頁〉

林

茂

保

北法15(2・236)452

北
海
道
大
学
法
学
部
刑
事
法
研
究
会
記
事

(
昭
和
三
九
年
七
月
J
昭
和
三
九
年
九
月
〉

七
、
七
月
一
一
日
(
土
)

O

起
訴
勾
留
中
の
犯
罪
事
実
以
外
の
犯
罪
に
よ
り
重
ね
て
勾
留
さ
れ
た

被
疑
者
と
刑
訴
三
九
条
に
よ
る
接
見
時
間
の
指
定
(
岐
阜
地
裁
昭
和
一
ニ

八
年
五
月
一
一
一
一
日
判
例
時
報
三
三
九
号
四
二
頁
〉
半

谷

恭

一

O

当
事
者
の
一
方
が
外
国
人
の
場
合
と
親
族
相
盗
例
の
適
用
ハ
大
阪
高

裁
昭
和
三
八
年
一
二
月
二
四
日
判
例
一
タ
イ
ム
ス
一
五
九
号
一
一
七



欧

龍

政治学研究会記事

頁〉

八
、
九
月
三
一
日
(
土
)

O

ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
の
結
果
を
告
げ
ら
れ
た
の
ち
に
な
さ
れ
た
自
白
の

任
意
性
(
最
判
昭
和
三
九
年
六
月
一
日
判
例
時
報
三
七
九
号
四
九

頁

〉

神

垣

英

郎

O
同
棲
中
の
情
掃
を
殺
害
し
約
三
時
間
な
い
し
八
六
時
間
経
過
後
、
室

内
に
遺
留
さ
れ
た
死
者
の
財
物
を
自
ら
持
ち
去
る
行
為
と
窃
盗
罪
の
成

否
(
東
京
高
裁
昭
和
三
九
年
六
月
八
日
判
例
時
報
三
一
七
八
号
一
五

頁

)

角

谷

三

千

夫

九
、
九
月
二
二
日
(
火
〉

O

一
、
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
聞
の
安
全
保
障
条
約
第
三

条
に
基
く
行
政
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
法
律
」
第
一
二
条
第
一
一
頃
の
適
用
を
受
け
る
譲
受
と
旧
物
品
税
法

第
八
条
第
二
項
に
よ
る
課
税
標
準
の
申
告
の
要
杏

二
、
税
関
の
許
可
を
受
け
な
い
で
前
項
の
譲
受
を
し
て
関
税
お
よ
び
物

品
税
を
免
か
れ
た
場
合
と
関
税
お
よ
び
物
品
税
の
逓
脱
罪
の
成
否

一
二
、
関
税
法
第
一
一

O
条
第
一
一
項
第
一
号
の
犯
則
事
件
に
つ
い
て
な
さ

れ
た
税
関
長
の
告
発
の
効
力
は
同
法
第
一
一
一
条
第
一
項
の
界
に
お

よ
ぶ
か
〈
最
判
昭
和
三
八
年
三
月
一
九
日
刑
集
一
七
巻
二
号
一

O

二

頁

)

小

岩

洋

。
所
得
税
通
脱
の
意
思
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
不
提
出
と
所
得
税
通
脱

罪
の
成
否
(
最
判
昭
和
三
八
年
二
月
一
二
日
刑
集
一
七
巻
コ
一
号
一
八

三

頁

)

能

勢

弘

之

雲

O

物
品
税
通
脱
の
意
思
に
よ
る
法
定
の
申
告
書
の
不
提
出
と
物
品
税
通

脱
罪
の
成
否
(
最
判
昭
和
三
八
年
四
月
九
日
刑
集
一
七
巻
三
号
二

O

一

頁

)

能

勢

弘

之

O

不
法
監
禁
罪
が
成
立
す
る
事
例
会
寂
判
昭
和
三
八
年
四
月
一
八
日

刑

集

一

七

巻

三

号

二

四

八

頁

)

小

暮

得

雄

北
海
道
大
学
法
学
部
政
治
学
研
究
会
記
事

ハ
昭
和
三
九
年
七
月
J
昭
和
三
九
年
九
月
)

三
、
七
月
一
日
(
水
)

O
「
伊
国

-
F
q
の
英
国
政
党
論
に
つ
い
て
の
一
解
釈
」

報

告

者

永

井

陽
之
助
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